
  

   

       
平成24年５月７日 

各  位 

大阪市中央区伏見町四丁目１番１号 

エレコム株式会社 

取締役社長 葉田 順治 

(コード番号：６７５０) 

問合せ先 業務統括部長 山本 豊 

電話番号 06-6229-1418 

 

（訂正）「子会社の設立及び既存子会社の解散を伴う 

欧州子会社再編に関するお知らせ」の一部訂正について 
 

平成24年３月28日付で公表いたしました「子会社の設立及び既存子会社の解散を伴う欧州子会社再編に関する

お知らせ」に一部訂正すべき事項が生じましたので、下記のとおりお知らせ申し上げます。 
 

記 

１．訂正の理由 

 当社は、欧州における子会社である ednet GmbH、ednet AG 及び ednet Nederland B.V.の３社（以下「ednet

グループ」という。）を解散及び清算することを決議し、これらによる業績への影響額として、連結決算におい

ては特別損失として事業整理損失658百万円を計上し、法人税等調整額が1,400百万円減少する見込みである旨、

個別決算においては、事業整理損失608百万円を特別損失として計上し、法人税等調整額が1,400百万円減少す

る見込みである旨を公表いたしました。 

 当社グループの決算業務を進める中で、さらにednetグループ３社の解散及び清算による当社連結業績及び個

別業績への影響額を精査しました結果、既に公表しております特別損失の計上額及び法人税等調整額の減少額を

次のとおり修正することといたしました。 

 

２．訂正の箇所（訂正箇所には下線を付しております。） 

（公表資料３ページ） 

４．連結業績に与える影響 

【訂正前】  

 子会社の設立による当社連結業績への影響は軽微である見通しですが、連結子会社の解散及び清算により、

当連結会計年度において、特別損失として事業整理損失658百万円を計上いたします。また、当該連結子会社

の解散及び清算の決議により損失が確定され、将来の法人税等が減少する見込みとなったことから、法人税等

調整額が1,400百万円減少する見込みとなりました。 

 なお、個別決算では当事業年度において連結決算と同様に、事業整理損失608百万円を特別損失として計上

し、法人税等調整額が1,400百万円減少する見込みです。 

（以下、省略） 

【訂正後】  

 子会社の設立による当社連結業績への影響は軽微である見通しですが、連結子会社の解散及び清算により、

当連結会計年度において、特別損失として事業整理損563百万円を計上いたします。また、当該連結子会社の

解散及び清算の決議により損失が確定され、将来の法人税等が減少する見込みとなったことから、法人税等調

整額が1,378百万円減少する見込みとなりました。 

 なお、個別決算では当事業年度において連結決算と同様に、関係会社事業整理損552百万円を特別損失とし

て計上し、法人税等調整額が1,378百万円減少する見込みです。 

（以下、省略） 

以上 


